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に気付きました。財部先生のご講演は、我々の多
くが認識していない本草学へ貢献した女性、中で
も江

え ま
馬細

さいこう
香に着目したものでした。

本資料館内には、矢野文庫と称される本草書
（植物を中心とする中国古来の薬物学を記した書）
96 部 639 冊が置かれています（所蔵は富山大
学）。この文庫に繋がる本草学者に着目し、今回
の一般公開は「本草学者の系譜－矢野文庫との繋
がり－」と題し、中部大学国際関係学部の財部香
枝教授による特別講演「Her Story: 本草学と女
性」を開催しました。科学史の中で知られている
女性研究者はごく限られているのではないでしょ
うか。今回の特別展で、本草学者の師弟・親子関
係を示す系譜を作る際に、女性は皆無であること

　細香は、大垣藩医江馬蘭斎（1747-1838）
の長女として生まれました。父蘭斎は、元は漢
方医でしたが、46 歳の頃に蘭学を杉田玄白、
前野良沢に学び、後に大垣で開いた蘭学の私塾
は、蘭斎の死後も門人によって明治中期まで約
90 年間存続しました。門弟には水谷豊文や伊
藤圭介など、尾張の本草学発展に尽力した人々
がいますし、京都の山本亡羊との繋がりもあり
ました（次頁本草学者の系譜参照）。細香は父
から漢籍の素読を授けられたほか、本格的な詩
画の教育を受けました。儒者・史家である頼山
陽からは詩と書を、南画家である浦上春琴から
は画法を学んでいます。彼女の作品の多くは飛
脚でこれらの師に郵送され、添削指導されまし
た。時には京都に滞在し、紹介された当時の文
化人と交流、自らの芸術的感覚を磨いたようで
す。大垣では詩社を結成して定期的に詩会を開
き、互いに作品を批評し合いました。参加する

のは、藩士、医師、寺住職など、多様な背景を
持つ文化人で、細香はその中心人物の一人でし
た。
　細香は家業にも深く関わります。父の門弟に
は細香が漢語を教えることもありました。詩歌
だけでなく、医学に関する彼女の論述も残され
ています。父から聞書きした前野良沢のこと（蘭
化先生伝）、医学に関する七言絶句、山本亡羊
の古希祝い、安政 5 年のコレラ流行、父蘭斎
87 歳での越前への往診付添いのことなどがあ
りますが、中でも人間の結石に関する「癖石一
塊」の初稿には、美濃で活躍した医師・詩人で
ある神田柳渓（1796-1851）による修正があ
り、細香と医師神田との関わりが認められます。
　細香のこうした活動は、江馬家の経済的余裕
が支えとなったのは言うまでもありませんが、
豊かな才能を開花させ、努力してきた細香の足
跡は、もっと広く知られて欲しいと思いました。

2019 年 10 月 27 日

江馬細香（1787-1861）

第34回民族薬物資料館一般公開を開催いたしました

本草学者の系譜 －矢野文庫との繋がり－
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本草学者の系譜

　江馬細香やその父蘭斎は、どの本草学者と関わりがあったでしょうか。ここにごく一部ですが、
本草学者のその師弟・親子関係をまとめました。

　ここに示したように、本草学が盛んだった地
域は、歴史の長い京都、八代将軍吉宗以降の江
戸、18 世紀以降の尾張が代表的と言えるかも
しれませんが、江戸時代は各藩で薬草栽培を試
みていましたし、本草学者は各地にいたことと
想像できます。江馬細香のように、文化人とし

小野蘭山
（1729-1810）
1803年「本草綱目啓蒙」

淺野春道
（1769-1840）
尾張藩医師、
本草学者

門弟

阿部賢任
（？-1850）
医師、本草学者
阿部将翁の孫

阿部櫟斎
（1805-1870）
医師、本草学者
阿部賢任の次男

岩崎灌園
（1786-1842）
本草学者。
自ら描いた2000種の
図を「本草図譜」に。

山本亡羊
（1778-1859）

平賀源内
（1728-1780）

中川 淳庵
（1738-1786）

戸田旭山
（1696-1769）
岡山出身
大阪で医者

木内石亭
（1725-1808）

門弟

1750-60年代
薬品会、
物産会開催

源伴存
（1792-1859）
紀州藩医者

飯沼慾斎
（1782-1865）
「草木図説」

岩永玄浩（？-？）

江戸町医。1734年頃
和人参を栽培。

太田澄元（1721-95）
多紀氏（幕府奥医師）
医学館「躋寿館」の教授

親子

親子

親子 親子

親子

阿部将翁
の孫

榕室
（1809-64）

小塩五郎
（1830-94）

木村蒹葭堂
（1736-1802）
その知識と収蔵品を
求め訪問者多数

弦堂
（1823-73）

渓愚
（1827-
1903）

賀来飛霞
（1816-94）
大分出身本草学者
伊藤圭介の招きで
東大小石川植物園へ。

門弟

門弟

門弟

門弟

門弟

門弟

門弟

門弟

親子

門弟

大窪太兵衛
（1752-1824）
尾張藩医師、
本草学者

水谷豊文
（1779-1840）

本草学者吉田雀巣庵
（1805-59）
本草学者

大窪昌章
（1802-41）
本草学者

本草学結社
本草会から
嘗百会へ
（1827頃）

水谷覚夢
（1747-1830）

本草学者

西山玄道
（1763-1843）
尾張藩御目見・
御用懸医師親子

水谷助六
（1840-1917）

本草学者

水谷義三郎
（1807-1847）

本草学者
大窪安治
（1826-93）
本草学者

前田利保
（1800-1859）
富山藩第十代藩主 赭鞭会で

交流

朝鮮人参
栽培研究

1757年物産会

杉田玄白（1733-1817）
前野良沢（1723-1803）と
共に「解体新書」翻訳

1764年火浣布
1765年寒暖計

柏木吉三郎
（1799-1883）
本草学者。伊藤圭介の
招きで蕃書調所（幕府
直轄洋学研究教育機関）

馬場克昌
（1785-1868）
旗本、博物学者

田村藍水
（1718-1776）

孫

伊藤篤太郎
（1865-1941）

矢野宗幹
（1883-1970）

大河内存真
（1796-1883）
尾張藩奥医師

伊藤圭介
（1803-83）
日本初の
理学博士、
東大教授

蔵書譲渡

江馬蘭斎
（1747-1838）

小原桃洞
（1746-1825）
和歌山藩医

「熊野採薬巡覧記」

門弟

門弟

細香
（1787-
1861）

親子

大垣藩医

松本駝堂
（1673-1751）
熊野で和人参

日本の本草学者の系譜
江戸尾張京都・関西

永田徳本（1513-1630）
医師、本草学にも通じる。
主に甲斐で医療活動。前田綱紀 （1643-1724）

加賀第五代藩主

稲生若水
（1655-1715）
江戸出身。本草学者、儒学者。京都で研究。
1693年 儒者として加賀藩に召抱え（隔年金沢に出仕）。
「庶物類纂」を編纂（本草綱目を補う博物書）
362巻を書いて死去。
完成は若水の子、新助、弟子の丹羽正伯による。

向井元升（1609-1677）
佐賀出身。本草学者、医師。
「庖厨備用倭名本草」
食品460種の倭名、形状、
食性能毒等を加えたもの

貝原益軒（1630-1714）
福岡出身。京都で本草学、
朱子学を学ぶ
「養生訓」」「大和本草」

交流

綱紀の依頼で著す

1660年頃
京都へ

吉宗の命で完成させる

松岡恕庵（玄達）
（1668-1746）

丹羽正伯
（1691-1756）
伊勢出身

野呂元丈
（1694-1761）
伊勢出身

京都で学んでいた門弟

植村政勝（佐平次）
（1695-1777）
紀伊藩領伊勢出身

松岡恕庵（玄達）
（1668-1746）

丹羽正伯
（1691-1756）

野呂元丈
（1694-1761）
日本の蘭学の先駆者
青木昆陽と共に蘭語学ぶ

植村政勝（佐平次）
（1695-1777）
約30年間幕府薬園園監

採薬使
（諸国の薬
草を探索）

京都の本草学者が
江戸へ

阿部将翁
（？-1753）門弟

平住専安（？-1734）
伊予吉田藩の御殿医。
没後医書「袖珍本草雋」を
松岡が整理。

松本駝堂
（1673-1751）
伊勢出身

人参栽培
開始

徳川吉宗 （1683-1751）
江戸幕府第八代将軍

日本の本草学者の系譜

ての側面を持つ人もいたでしょうし、実際の繋
がりはもっと複雑で、意外な人同士の繋がりが
あったかも、と思いを馳せるのも面白いもので
す。
　では次に、矢野文庫の寄贈者、矢野宗幹氏に
ついてご紹介します。
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矢野文庫はなぜ富山大学に？

　昭和 51 年 7 月、新註校定国譯本草綱目 10
に発表された、上野益三「二人の本草学者（白
井光太郎と矢野宗幹）」によると、白井光太郎

（1863-1932）氏没後、矢野氏が白井氏本草
学の後継者として認められていたそうです。白
井氏は、明治から昭和にかけて活躍した本草学
史研究の道を拓いた菌学・植物病理学者で、明
治 40 年から大正 14 年（1907-25）にかけて
東京帝国大学農科大学教授を務めています。白
井氏の死後、矢野氏はその論著の改訂、編集を
行なっています（「日本博物学年表」「本草学論
攷」四巻など）。また、白井氏の本草書を上野
図書館（現国立国会図書館）収蔵に奔走しまし
た。現在その本草書は白井文庫として知られて
います。
　矢野氏の本草学における著名な業績の１つ
に、頭註国譯本草綱目の校訂があります。本書
に関わっていた、本学和漢薬研究施設長だった
木村康一氏によると、富山県史編纂室の大田栄

昆蟲 39巻 2号（1971）より転載
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10651226/

矢
や の

野宗
むねもと

幹氏略歴

太郎氏を通じ、和漢薬研究施設へ矢野氏の蔵書
96 部 639 冊は譲渡されたそうです。「本草綱
目啓蒙」の享和 3 年 (1803) 版ならびに重修版
の完本、光緒 30 年版の「経史証類大観本草」、
いわゆる武昌柯氏本の完本など、極めて珍しい
ものも含まれます。
　白井氏の若い頃は、江戸時代以来の本草図書
は市中に多く残存し廉価でしたが、矢野氏の頃
になると最早そのような状況ではなくなってい
ました。矢野氏自身、徒に古本漁りに浮身をや
つしていると思われるのは心外だと言っていた
そうですが、上野氏にはそう見えたようです。
東京帝国大学農学部講師を嘱託され、応用昆虫
学の講義を担当（大正 10 年 4 月から昭和 11
年 3 月まで）されていた頃、東大で受け取っ
た給与のほとんどを本草書購入に充てていたと
の談がありますが、これは恐らく生涯を通して
のことでしょう。

　明治 16 年（1883）3 月 15 日　福岡県企救郡城野村（現
北九州市小倉区上城野）で誕生した矢野氏は、中学時代から
昆虫や植物に興味を持ち、東京帝国大学理科大学動物学科で
は昆虫学を専攻、卒業テーマとしてアリを選びます。卒業後
は、山林局ならびに林業試験場に勤務、森林昆虫学および保
護学を担当し、シロアリ、アリ、ハチなどの分類や生態の緻
密な研究を行ないました。大正 6 年に東京昆虫学会を創立の
際は中心メンバーの一人となり、学会誌である雑誌「昆蟲」
には 1926 年の創刊直後に多く寄稿しています。その後、東
京帝国大学農学部（大正 10 年 - 昭和 11 年）、京都帝国大学
農学部（昭和 7-18 頃）、東京農業大学農学部（昭和 7-21）
で講師をしつつ、東京昆虫学会会長（昭和 6、13、14）、日
本応用昆虫学会会長（昭和 16）を歴任します。昭和 23 年
に東京下目黒より郷里北九州に転居し、昭和 45 年（1970）
12 月 31 日、心臓衰弱のため享年 87 歳で逝去されました。
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富山大学 和漢医薬学総合研究所 民族薬物資料館
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　矢野氏は、江戸時代の日本の本草学を、薬物
学が多分に含まれているが、博物学と捉えてい
ました。それは、中国の本草学と違い、動植物
の全ての方面に関わる学問であるからです。
　中国古代の本草学、江戸時代の日本の本草学、
現代の動植物学は互いに別物であり、これらの
流れの推移を明確にし、どれが本来の本草学で、
どこからが博物学かを見極める必要があり、そ
の推進のために、本草書の書誌学的研究が必要
で、それには十分な校定を経た本ができて、は
じめて根本資料として使うことができる、と述
べていました。それと共に、本草書の学術的価
値を見出すのが我々の目的でなければならぬ、
と説いています。
　上野氏が矢野氏と本草学について最初に語り
合ったのは昭和 16 年（1941）で、場所は矢
野氏が勤める林業試験場近くの自宅の、古書が

堆く積み上げられた八畳ほどの書斎でした。気
難しそうで一見取り付きにくいが、ボソボソと
してはいても物静かな話しぶりは人を引きつけ
ないではおかなかったそうです。

　氏の東京農業大学講師時代の教え子、長谷川
仁氏に譲渡された蔵書は、現在国立国会図書館
古典籍資料室に保管されており、矢野・長谷川
旧蔵資料リスト、とネット検索すると、その蔵
書の詳細を知ることができます。その多くに伊
藤圭介（1803-83）の孫、篤太郎（1865-1941）
の名前があり、篤太郎と矢野氏の深い繋がりが
察せられます（系譜参照）。矢野氏の寄稿は、
ci.nii.ac.jp で「矢野宗幹」で検索すると 56 件
ヒットし、半数ほどは国立国会図書館デジタル
コレクションから全文を読むことが可能です。

矢野氏の他の蔵書は？

矢野氏の本草学に関する考え

（文責：民族薬物資料館長　毛利　千香）


